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お
で
か
け
く
だ
さ
い

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

「
基
本
コ
ー
ス
」

地
震
防
災
・
減
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
に
つ
い
て

乾
電
池
、体
温
計
、蛍
光
管
の

収
集
月
は
、９
月
と
３
月
の

年
２
回
だ
け
で
す
。

　
「
荒
船
の
湯
」で
は
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
の
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

１５
人
以
上
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。【
１５
人
以
上
２８
人
ま
で
】

▽
開
館
時
間
　
午
前
１０
時
〜

午
後
８
時

▽
定
休
日
　
月
曜
日（
祝
祭
日

の
と
き
は
、そ
の
翌
日
）

▽
利
用
料
金
　
時
間
制
限
な
し

荒
船
の
湯
で
は
２
月
１
日
よ
り

料
金
を
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
　
荒
船
の
湯

q
６０
ー
６
０
０
４

▽
期
日
　
３
月
１５
日（
土
）

▽
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▽
会
場
　
ヤ
マ
ダ
電
機
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｉ
１
高
崎
４
階（
高
崎
駅
東
口
）

▽
内
容

●
講
演

○
演
題
　「
最
近
の
大
規
模
災

害
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
地
域
防

災
〜
群
馬
県
で
起
こ
り
う
る

災
害
に
備
え
る
〜
」

○
講
師
　
片
田
敏
孝（
群
馬
大

学
理
工
学
研
究
院
教
授
）

○
定
員
　
３
０
０
人（
先
着
順
）

●
展
示

○
内
容

家
庭
用
備
蓄
物
資
、防
災
啓

発
パ
ネ
ル
展
示
等（
そ
の
他
、イ

ベ
ン
ト
検
討
中
）

▽
申
し
込
み
方
法
　
当
日
、直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
費
用
　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
危
機

管
理
室

q
０
２
７
ー
２
２
６
ー
２
２
５
８

FAX
０
２
７
ー
２
２
１
ー
０
１
５
８

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「
燃
え
な
い
ご
み
の
日
」に

○
乾
電
池
、体
温
計
は
中
身
が

見
え
る
透
明
な
袋
に
分
け
て

入
れ
、氏
名
を
書
く
。

○
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
透
明

な
袋
に
入
れ
る（
束
ね
た
も
の

に
は
氏
名
記
入
。
）割
れ
た
蛍

光
管
や
電
球
は
燃
え
な
い
ご
み

袋
に
入
れ
て
出
す
。

し
尿
の
汲
み
取
り
料
金
の
改

定
に
つ
い
て

　
組
合
で
は
、平
成
１５
年
度
以

降
据
え
置
か
れ
て
い
た
「
し
尿

汲
み
取
り
料
金（
収
集
運
搬
料
）」

を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

こ
れ
は
、消
費
税
率
の
引
き
上

げ
及
び
人
件
費
等
諸
費
用
上

昇
の
た
め
や
む
な
く
行
う
も
の

で
す
。
利
用
者
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
改
正
前
　
１８
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
１
４
０
円

▽
改
正
後
　
１８
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
１
５
０
円

※
１８
リ
ッ
ト
ル
に
満
た
な
い
場

合
は
、１８
リ
ッ
ト
ル
と
し
ま
す
。

▽
施
行
日
　
平
成
２６
年
４
月

１
日
か
ら

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

q
６４
ー
８
８
１
１（
直
通
）

　
県
立
点
字
図
書
館
で
は
、音

訳
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、講
座
内
容
説
明
会（
次

の
日
程
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
回
）

に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
会
日
程
　
３
月
５
日（
水
）、

３
月
６
日（
木
）、３
月
１０
日（
月
）、

３
月
１１
日（
火
）

▽
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜

午
後
３
時

▽
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
方
法
　
説
明
会
参
加

希
望
日
時
を
県
立
点
字
図
書

館
に
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
・
問
い
合
せ
先

群
馬
県
立
点
字
図
書
館

q
０
２
７
ー
２
５
５
ー
６
５
６
７

【
講
義
】

▽
日
程
　
５
月
１０
日・８
月
２３
日・

１０
月
４
日

▽
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

【
実
技
】

▽
日
程
　
５
月
１５
日
〜
１０
月
２

日
の
木
曜
日（
全
２０
回
）

※
８
月
１４
日
を
除
く

▽
時
間
　
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

【
共
通
事
項
】

▽
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー（
前
橋
市
新
前

橋
町
１
３
‐１
２
）

▽
対
象
者
　
県
内
在
住
で
全

日
程
受
講
で
き
る
方
で
、手
話

通
訳
者
統
一
試
験
及
び
認
定
試

験
を
受
講
す
る
意
思
が
あ
り
、

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■ふるさとセンター
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

q
q
q
q
q
q
q
q

町
民

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
小
人（
小
学
生
以
下
）

　
高
齢
者（
７０
歳
以
上
）　
３
０
０
円

　
障
害
者

町
外
の
方

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
小
人（
小
学
生
以
下
）

　
高
齢
者（
７０
歳
以
上
）　
５
０
０
円

　
障
害
者

kikikanri@
pref.gunm

a.jg.jp



13 下仁田町役場　q０２７４－８２－２１１１

安
全
な
住
ま
い
づ
く
り

講
演
会
開
催

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

腎
臓
機
能
障
害
者
等

通
院
交
通
費
補
助

小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

使
用
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
と
手
話
で
日
常

会
話
が
で
き
る
方

▽
定
員
　
２０
人
程
度

▽
受
講
料
　
無
料（
但
し
、教

材
費
は
受
講
者
負
担
）

▽
申
込
期
間
　
３
月
２０
日（
木
）

〜
４
月
１
日（
火
）必
着

▽
そ
の
他
　
応
用
コ
ー
ス・
実
践

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
往
復
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・
受

講
コ
ー
ス
を
記
入
し
左
記
ま
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
　
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
係（
〒
３
７
１
ー
０
８

４
３
　
前
橋
市
新
前
橋
町
１
３
ー

１
２
　
q
０
２
７
ー
２
５
５
ー
６

６
３
３
　
FAX
０
２
７
ー
２
５
５
ー

６
６
３
４
）

　
群
馬
県
で
は
住
宅
耐
震
対

策
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
に
ち
　
３
月
２０
日（
木
）

▽
講
演

●
「
あ
な
た
と
家
族
を
守
る
－

建
物
と
心
の
耐
震
対
策
－
」

講
師
　
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長
　
山
村
武
彦
氏

●
「
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
リ

フ
ォ
ー
ム
融
資
に
つ
い
て
」

講
師
　
住
宅
金
融
支
援
機
構

●
「
前
橋
市
に
お
け
る
木
造
住

宅
の
耐
震
化
助
成
事
業
に
つ
い
て
」

講
師
　
前
橋
市
都
市
計
画
部

建
築
指
導
課

▽
時
間
　
講
演
会
全
体
は
１３

時
３０
分
〜
１６
時
で
す
。

時
間
割
は
以
下
の
予
定
で
す
。

○
１３
時
４０
分
〜
１５
時
１０
分
講
演

○
１５
時
２０
分
〜
１５
時
４０
分
住

宅
支
援
機
構
か
ら
の
説
明

○
１５
時
４０
分
〜
１６
時
前
橋
市

か
ら
の
説
明

▽
場
所
　
群
馬
会
館
２
階
ホ
ー

ル
　
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
１
ー
１

※
駐
車
場
は
群
馬
県
庁
県
民

駐
車
場
を
御
利
用
下
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
県
土

整
備
部
建
築
住
宅
課
企
画
指

導
係

q
０
２
７
ー
２
２
６
ー
３
７
０
８

ＦＡＸ
０
２
７
ー
２
２
１
ー
４
１
７
１

▽
申
込
み
方
法
　
申
込
書
に

記
載
の
上
、問
い
合
わ
せ
先
に

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。特

に
林
野
火
災
は
、春
を
迎
え
て

の
火
入
れ
の
作
業
や
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
入
山
者
の

た
ば
こ
か
ら
、火
災
に
至
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
『
消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報

　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』
が
全
国
統
一

防
火
標
語
で
す
。

　
ま
た
、春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
中
は
、富
岡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、富
岡

甘
楽
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
「
ぬ
り
え
展
」
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

設
置
し
ま
し
た
か
？
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」

　
住
宅
火
災
は
、就
寝
時
間
と

夕
食
の
準
備
時
間
に
発
生
す

る
割
合
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

特
に
就
寝
中
に
発
生
す
る
と

火
災
に
気
づ
き
に
く
く
、逃
げ

遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場

合
で
も
、素
早
く
避
難
が
で
き

る
よ
う
、火
災
の
発
生
を
警
報

音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
消
防
署
に
問
合
せ
、

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、腎
臓
等
に
障
害
が

あ
り
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
に
対
し
、通
院
交
通
費
の
一

部
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
仁
田
町
に
居
住
し
、腎
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

・
人
工
透
析
、連
続
的
携
帯
型

腹
膜
透
析（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）、中
心

静
脈
栄
養
法
、経
腸
栄
養
法
の

い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る
方

・
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税

の
方

・
通
院
に
自
家
用
車
、鉄
道
、定

期
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、通
院

距
離
が
往
復
２
㎞
以
上
の
方

▽
補
助
額
　
通
院
距
離
に
よ
り
、

月
額
２
、６
０
０
円
〜
５
、２
０

０
円
　

▽
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
福
祉

係
q
６４
ー
８
８
０
３（
直
通
）　

４
月
１
日
か
ら

「
小
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」の

使
用
申
込
先
・
使
用
料
支
払
場

所
が
変
更
と
な
り
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
振
興

課
農
林
係
　
q
６４
ー
８
８
０
６

（
直
通
）

（http://w
w
w

１
６.ocn.ne.jp/

〜

fd.to-ka/

）

人権相談

日　　　時　３月２０日（木）

　　　　　　午後１時～４時

場　　　所　下仁田町公民館３階

　　　　　　ボランティア室

問い合わせ　総務課住民係８２－２１１２（直通）

下仁田町役場
産業振興課
農林係

使用申込先
及び使用料
支払場所

新

旧

使用申込先

使用料支払
場所

東野牧　区 長

大  平　区 長
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平
成
２６
年
度
国
税

専
門
官
採
用
試
験
要
綱

中
途
視
覚
障
害
者

生
活
訓
練
講
座

▽
受
験
資
格

・
昭
和
５９
年
４
月
２
日
〜
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）大
学
を
卒
業
し
た
者
及

び
平
成
２７
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）人
事
院
が（
１
）に
掲
げ
る

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

▽
試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業

程
度

▽
申
込
み
方
法
等

【
原
則
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

み
○
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、説
明
に
従
っ
て
入
力

○
受
付
期
間
　
平
成
２６
年
４

月
１
日（
火
）午
前
９
時
〜
４
月

１４
日（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が

で
き
な
い
場
合
】郵
送
又
は
持

参○
提
出
先
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局

又
は
国
税
事
務
所

○
受
付
期
間
　
平
成
２６
年
４

月
１
日（
火
）〜
４
月
２
日（
水
）

﹇
４
月
２
日
ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効
﹈

▽
試
験
日

第
１
次
試
験
日
　
平
成
２６
年

６
月
８
日（
日
）

第
２
次
試
験
日
　
平
成
２６
年

７
月
１５
日（
火
）〜
７
月
２３
日（
水
）

の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

▽
試
験
地

第
１
次
試
験
地
　
高
崎
市
、さ

い
た
ま
市
、新
潟
市
、松
本
市

ほ
か

第
２
次
試
験
地
　
さ
い
た
ま
市

ほ
か

▽
合
格
者
発
表
日

第
１
次
試
験
合
格
者
　
平
成

２６
年
７
月
１
日（
火
）午
前
９

時最
終
合
格
者
　
平
成
２６
年
８

月
２０
日（
水
）午
前
９
時

▽
問
い
合
わ
せ
先

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
人
事
院

人
材
局
試
験
課
　
　
q
０
３
ー

３
５
８
１
ー
５
３
１
１（
内
線
２

３
３
２
）

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の

休
日
は
除
く
。）

○
上
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ
　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係
　
q
０
４
８
ー
６
０

０
ー
３
１
１
１（
内
線
２
０
９
７
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の

休
日
は
除
く
。）

　
群
馬
県
で
は
、中
途
視
覚
障

害
者
の
社
会
復
帰
促
進
を
図

る
た
め
、生
活
訓
練
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▽
対
象
　
在
宅
の
中
途
視
覚

障
害
者

▽
受
講
料
　
無
料

▽
訓
練
内
容

（
１
）点
字
指
導

（
２
）歩
行
訓
練

（
３
）パ
ソ
コ
ン
講
習

（
４
）そ
の
他

▽
開
催
日
時
　
平
成
２６
年
４

月
１７
日（
木
）〜
平
成
２７
年
３

月
５
日（
木
）の
間
、毎
週
１
回

（
原
則
と
し
て
木
曜
日
）の
午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、パ
ソ

コ
ン
講
習
に
つ
い
て
は
原
則
と
し

て
月
・
火
曜
日
の
午
前
１０
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

▽
開
催
場
所
　
群
馬
県
社
会

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー（
前
橋
市

新
前
橋
町
１
３
ー
１
２
）

▽
申
込
方
法
　
３
月
１７
日（
月
）

ま
で
に
役
場
健
康
課
福
祉
係
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
群
馬
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会

〒
３
７
１
ー
０
８
４
３
　
前
橋

市
新
前
橋
町
１
３
ー
１
２

q
０
２
７
ー
２
５
５
ー
６
６
７
７

FAX
０
２
７
ー
２
５
５
ー
６
６
７
８

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

神津牧場『冬の牧場探検～
バターの色の違いをさぐる～』開催

実施日　３月１５日（土）、１６日（日）、２９日（土）、３０日（日）
場　所　神津牧場
時　間　１１時集合、１５時解散
定　員　各回　１０名（先着順）
対　象　牧場内を自力で歩ける方。
　　　　※でこぼこ道を歩きます。また、小学生以下は保護者の同時参加が必須です。
参加費　大人２,５００円、小学生以下２,０００円（昼食代、体験料込み）
内　容　冬の放牧地へ行ってみよう！・バター作り教室など
締　切　各実施日の７日前が締切
申し込み方法　電話、FAXまたはE-mailで①住所、②氏名、③電話番号、④年齢、⑤学年、
　　　　　　　⑥性別、⑦希望日を下記の連絡先までご連絡ください。
その他　詳細は神津牧場HPをご覧ください。
連絡先　〒３７０-２６２６　群馬県甘楽郡下仁田町大字南野牧２５０
　　　　公益財団法人神津牧場（担当：庄山）q８４-２３６３、FAX８４-２３６２
　　　　E-mail　神津牧場HP内の「お問い合わせメール」をご利用してください。


